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1 事業の成果

2019年に発生し猛威を振るつた「新型インフルエンザ等感染症」も5月に「5類感染症」に移行し当協会でも対面

での講習会、講座開設、イベント等が開催され通常の活動ができる様になった。

「顔の見える地産地消の食とエネルギーづくり」と題し埼玉県宮代町で展開している宮代町プロジェクトは、地元協

賛団体とのコラボレーションも活発となり多くの成果を残すことが出来、またバイオガス技術普及を目的としたバイオ

ガスマイスター研修プログラムは初級講座、中級講座を開催し新たに9名をバイオガスマイスター0として認定した。

また、地元のみでなく県外から4名の参加者もあり当講座の広力りを見せている。

復興支援事業としてスタートした福島県伊達市霊山町における霊山プロジェクトでは、3年ぶりに地元との交流会が

開催されたが、夏季異常気象に起因する農作物不作並びにカミキリムシ異常発生によるイチジク畑全滅により、十

分な材料が確保できず地元食材を生かした季節の味覚セット品販売及び秋の交流会がやむなく中止となつた。

再生可能エネルギーについての普及啓発事業は、久々の REPA視察会、対面型の講習会、子供向け環境教育

イベントを実施することが出来た。

2事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用【220】千円)

定軟に記載
された
事業名

事栞内害 日時 場所

従事
者
人数

受益

対象者
範囲

受益

対象者
人数

事栞費
(千円)

霊山プロジェク
ト

定款 第5条
(2)

■霊山春のつどい
2019年以来、新形コロナ禍で中
止していた霊山の集いを再開し
た。今年は霊山地元特産品“ほま
じのわ"の出荷開始5周年にあた
り、活動の総括及び今後の展望な
どが話し合われた。

2023年
4月 22日

福島県

伊達市

霊山町

10人
ユ 1カ △ △ヨ 回 =A
員、地元プ
ロジェクト構
成員

30人 10

■伊達市霊山プロジェクト地元
特産品セット“ほまじのわ"販
売中止
令和 5年度夏季異常気象に起因
する農作物不作並びにカミキリ
ムシ異常発生によるイチジク畑
全滅により、十分な材料が確保
できず、恒例の “ほまじのわ"

販売は中止となつた。

■霊山プロジェクト視察会

環境省主催のイベント「福島、その
先の環境へ環境再生事業現地見
学会」が開催され

の引率で滋賀県立
彦根東高等学校他30名の生徒さ
んが復興作業で生じた宅地除染

2023年
9月 16日

福島県

伊達市

霊山町

3人

滋賀県立

彦根東高

等学の学

生及び関

係者

30人



土砂袋 (フレコンパック)一時仮置
き場の再生活用等視察のため霊
山町に来町した。

宮代町プロジェ
クト

定款 第5条
(2)

■現場での活動

例年の如くかぼちゃ、からし菜の栽
培を行つた。令和5年夏季猛暑の
影響で、カボチャなど不作の影響
もあつたが、地元活動グループと
共催し、現場での“Lets地産地消
クッキング"イベントを開催した。

尚、新たにソーラ発電設備 400W
設備も増設した。

2023年

4月 1日

2024・年

3月 31日

埼玉県

南埼 玉

郡

宮代町

8人

当協会会

員及び地

元協力者

80人
60

■ハロウインかばちや作品コン
テスト.

本年度はハロウインかほちゃを

使い「笑顔のかぼちゃ」を制作
し、制作した「笑顔のかばちや」
の写真、動画、物語風説明等を
募集し、11作品 51枚の写真応
募があった。

応募された写真、動画、物語的
説明を題材として当協会にて編
集し【笑顔のかばちゃさん物語】
動画を制作。動画は YouTtte
REPAチ ャンエルにて公開したし
h立!⊇ュ:∠∠】

`堕

」!型二)e/〔2型:型型!=塾 |二

2023年

10月 1日

2023年

12月 1日

埼玉県
南
郡
町
び

オ

ン

埼 玉

宮 代

、及

ンライ

6人
当協会会

員及び地

元関係者

60人

■メタン発酵設備(小規模バイオ
ガスプラント)の製作技術や運転
管理技術習得を目的としたバイオ
ガスマイスター講座を開催。
本年度は基礎的知識研修コース
(初級)と、装置技術研修コース
(中級)を実施し受講後オンライン
理解度テスト実施の結果新たに 9
名の方をバイオガスマイスター初
級。中級認定者として認定書を発
行した。
尚、ホームページからの問い合わ
せで新たに4名の方の受講申し込
みが有った。
また、次年度から開催される上級
講座のテキスト準備、オンライン研
修テキスト準備並びに理解度テス
ト準備を行つた。

2023年

11月 11日

2024年

3月

日本工

業大学
宮代キ
ャ ン パ

ス、及び

オンライ

ン

5人

日本工業

大学学生、

教職員並

びに一般参

加者

10人 6



普及啓発・セ

ミナ

定款 第5条

(1)

■REPA視察会
コロナ禍で暫く開催を中止していた
視察会であるが、4月 21日午前
中、福島県双葉町にある「東日本
人震災・原子力災害伝承館」を見
学した。
午後には、福島県浪江町棚塩産
業団地にある「福島水素エネルギ
ー研究フィールド(FH2R)」を視
した。

の案内で詳細な設
備説明を受け、また質疑応答・デ
スカッションを通し今後の水素社
会見向けての認識を深めた。

2023年

4月 21日

福島県
双葉町

福島県
浪江町

10人

当協会会
員及 び関
係者

18人 19

■ の

をお招きし、風カエネ
ルギーの現状と今後の飛躍」と題
した講演会を実施。
世界及び日本の風力発電の実
情、将来の地球温暖化の問題を
認識すると共に、参会者(熟年者
多数)が出来ることは何か等、幅
広い質疑、意見交換がされた。
講演会の内容は会員ホームペー
ジに録画としてアップした。

2023  `年

5月 27日
川崎市
産業振
興会館
10人
REPA会員
及び一般
関係者

70人 26

■子供向け環境・再生可能エネ
ルギー教育
川崎ラゾーナにある東芝未来科
学館主催の夏イベント【SDGs大
作戦 世界を守るナゾときミッショ
ン】の科学実験工房にて、「風力
発電にチャレンジしよう～きみの作
つた風車の性能は?!」 と題した子
供向けイベント(小学生高学年)に
REPAは講師陣として参加した。
午前と午後、総計38名の子供た
ち及びその父兄の参加があり、風
車の原理について学んだあとに、
ペットボトルを使った風車の工作に
チャレンジした。

2023  ′句■

7月 22日

川崎市
東芝未
来科学
館

10名
小学生(高
学年)及び
保護者

50名 64

■「子どもたちの未来を考える
会」～いろどりの輸～ での講
演会
埼玉県上尾市で開かれた「防災
と未来のエネルギーを担うパイ
オガスエネルギー勉強会」で ''
これからのパイオガスエネルギ
ーの可能性"につい
が講演を行つた。

2024 年
3月 31日

埼玉県
上尾市
上尾文
化セン
ター

2名
上 尾 市 市
民、及び市
会議員

20名

■REPA総会
久々の開催となる対面型の第18
回総会を開催。

2023年

5月 27日

川崎市
産業振
興会館 15人

当協 会会
員 21人 14



普及啓発・セ

ミナ

定款 第5条
(1)

■REPA事務局会議
2回の理事会、6回の事務局会
議をSkypeに よるオンラインで
開催。

2023年

5月 8日

5月 27日

10月 14日

オンラ
イン 6人

当協会 会
員 21人

■REPAホームページ更新
リニューアルしたホームペー
ジにて、平均月 2回の更新を行
い活動報告の発信をおこなっ
た。
YouTubeの REPA動画チャンネ
ル登録動画も8本追加し、総数
32本の動画登録となつた。

再生可能エネルギー事業計
画認定状況データ (資源エネ
ルギー庁公表値)は、表示も見
やすくしほぼ毎月の更新を行
った。

2023年

4月 1日

2024年

3月 31日

21

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【 一 】千円)
足駅に記軍
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

事業費
(千円)



書式第 13号 (法第 28条関係)

令和5年度 活動計算書 (その他事業がム登場合)
令和6年 3月 31日

特定非営利活動法人再生可能エネルギー推進協会

科 目 金  額 小計・ 合計

174,000

寄付金

受取利息

止会員会費
一般会員会費
賛助会員会費

助成金等収入
CF寄付金

事業収益
事業収益

ｎ
ｖ

ｎ
ｖ

ｕ^

Ｕ^

υ^

Ｕ^

Ｕ^

ｎ
ｖ

Ａ
υ

０
０

０
いＶ

Ａ
υ

ｎ
Ｖ

Ｑ
）

ｎ
●

10,∞0

63,575
0

0

63,575
ｎ

ｖ

ｎ

Ｖ

247,575
B】 経 常 費 用

会議費
旅費/交通費・宿泊費
機械 ,物品購入費 "消耗品費
借料 。会議費・涌信
講師謝礼等
雑費
施設等評価費用
減価償却費
印刷製本費

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

ｎ
Ｖ

ｎ
Ｖ

ｎ
Ｖ

＾
υ

当

役員報酬
退職給付費用

福利厚生費

理 費

(1)人件質
役員報酬
給料手当
退職給付費用
福利厚生費

ｎ

Ｖ

2

・宿泊費
・物品購入費・消耗品費
・会議費・通信

４

６

１

３

０

４

４

５

６

４

０

０

４

３

７
‥

り
０

■
ｌ

ｏ
０

，
“

●
０

■
１

ｎ
Ｖ

Ｑ
υ

ヽ
１

つ
一

・
１

2-4借料
2-5印刷費・運搬費
2-7講師謝礼等
2-9交際費
2-11雑費

2

l

10'0001

０

０

０

０



220,4“

220.44〔

期 経 常 増 減 鍾 A B 27.135

固定資産売却益
過年度損益修正益

固定資産売却損
災害損失
過年度損益修正損

期 経 常 外 増 減 | C D

1引 爾 当 期 正 味 :3) 27.135
0

342.609
法人税、住民税及び事業税
前期繰越正味財産額 ・・

④

⑤
繰 越 正 味 財 1 )… 369.744



書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和 5年度 貸借対照表
令和6年 3月 31日

特定非営利活動法人再生可能エネルギー推進協会

金 小 計 “合 計

369,現金預金
未収金
棚卸資産

車両運搬具
什器備品

ソフトウェア
倍地権

敷金
長期貸付金

【A】 資 産 合 計 ①+②

未払金
預り金

長期借入金
退職給付引当金

342,609
135

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 369,744



2

令和 5年度  計算書類の注記

2

重要な会計方針
計算書類の作成は、NPO法人会計基準 (2017年 12月 12日 最終改正 NPO法人会計基準協議会)によっています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
棚卸資産の評価基準は原価基準により、評価方法は総平均法によつています。

(2り 固定資産の減価償却の方法
車両運搬具及び什器備品の減価償却は定率法によっています。

“
,引当金の計上基準
。1長職給付引当金

該当しません。
。その他引当金
当期末に発生すると認められる金額を計上しています。

(・)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
施設の提供等の物的サービスの受け入れは、活動計算書に計 ヒしています。
また計上額の算定方法は「3.施設の提供等の物的サービスの受け入れの内訳」 :こ記載しています。

(5)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によつています。

事業別損益の状況

3.旅 設の提供等の物的サービスの受入の内訳

4.使 途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄階金等の内訳 (上味財産の増減及び残高の状況):ま以 卜の通りです。
当法人の正味財産 ,ま   0円 ですが、そのうち  0円 は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は  0円 です。

令和6年3月 31日

特定非営利活動法人再生可能エネルギー推進協会

管理部門 合計

174,000
10,000
63,575
0

0
247.575 247_575

7,542
0

123,668
31,415
20,000
1,340

18,445
0

18,030

7,542
0

123,668
31,415
20,000
1,340
18,445
0

18,030
0

220,440 220,440
220.440 220.440

27.135

1・ 受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4_事業収益
5.その他収益
経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1'人件費
給料手当
役員報酬
退職給付費用
福利厚生費

人件費計
(2'その他経費
旅費交通費
施設等評価費用
機械・物品購入費・消耗品

借料 。会議費・通信
講師謝礼等
雑費
交際費
減価償_'J費

印刷製本費

その他経費計
経常費用計

内 容 金 額 算定方法

特になし

(単位 :円 )

科 日

一一一一

１

４一

１

　　　「一

１

４
十

１

〓〓

―

―

―
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↓
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可
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‥
コ

|
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内 容 期首残高 備 考

合計

5.固 定資産の増減内訳

6.借 入金の増減内訳

役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引はありません。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要
な事項
事業費と管理費の按分方法

特になし

その他の事業に係る資産の状況

特になし

減価鱗却黎計議不斗日 取 得 減 少 期末取得価額 期末帳静価額

什器備品

無形固定資産

投資その他の資産
敷金

合計

有形固定資産
車両運搬具

科 日 期首残高 当期借 入 当期返済

合計



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和 5年度 財産目録
令和6年3月 31日

特定非営利活動法人再生可能エネルギー推進協会

だヽ   言} 合  言|

369,714    369,744現金預金
手元現金
普通預金
普通預金
普通預金

普通預金

三菱UFJ銀 行野方支店
川崎信用金庫登戸支店
川崎信用金庫本店
ゆうちょ銀行・郵便振替口座

2,912
168,091
309
0

198,432

事業未収金

棚卸資産
販売用寄附物品

2

1

車両運搬具
事業用車両 ｎ

Ｖ

什器備品
パ ソコン ｎ

ｖ

2
ソフ トウェア

オペレーションシステム

文書編集 ソフ ト

Ｏ
ｖ

〈Ｕ

事業所関連 ０

〉

の の

敷金

事業所関連 ｎ

ν

0 ｎ

ｖ

0 ｎ

）

369,744

ｎ

一

υ^

0

【A】 資 産 合 計 ①+② 369,744

の

1動負債

ｎ
υ

Ａ
Ｕ

未払金
給 与関連
社会保険料関連

預 り金
源泉徴収税

輯 証 _1三二Q_ Ａ
Ｕ

宣豊債2

長期借入金

ｎ
Ｖ

＾
Ｕ

　

　

　

　

　

Ａ
υ



銀行関連借入金

退職給付引半金

職員

=侵 僑 合 計  ,00(4)

IB-11負 債 合 計 ③十④

IB-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 一 IB-11 369,744

ｎ
）
　

　

　

０^



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 5年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

登定土堂型量動塗人_再生可能エネルギー推進協会_

1 確認事項 (法第20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

図以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)
図各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏   名

1 (蔓護)監事
サトウ シゲオ 2023年

2024年

4月   1日

3月  31日

年  月  日

年  月  日佐藤 茂夫

2 〇
監事
ホリウチ ミチ 2023年

2024年

4月   1日

3月  31日

年  月  日

年 月 日堀内 道夫

3 (璽重)監事
オゾノ ジロー 2023年

2024年

4月   1日

3月  31日

年  月  日

年  月  日尾園 次郎

4 o監 事
アメミヤ タカ 2023年

2024年

4月   1日

3月  31日

年  月  日

年  月  日雨宮 隆

5 〇
監事

イチハシ トシ 2023年

2024年

4月   1日

3月  31日

年   月   日

年  月  日市橋 利夫

6
く璽菫)監事

ホサカ ヒデオ 2023年

2024年

4月   1日

3月  31日

年

年

月

月

日

日保坂 英夫

7 理事〇

オノ ユウキ 20234「

2024年

4月   1日

3月  31日

年  月  日

年  月  日小野 裕喜

8 理事 。監事
年  月  日

年  月  日

年 月

月

日

日年

9 理事 。監事
年

年

月 曰

|」

年  月  日

年 ‖

10 理事・監事
年 月

月

日

日年

年 月

月

日

日年



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係 )
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人 再生可能エネルギー推進協会

氏   名

1 佐藤 茂夫

2 尾園 次郎

3 奥村  実

4 冨成 研一

5 佐藤 和雄

6 雨宮 隆

7 堀内 道夫

8 保
坂 英夫

9 市橋 利夫

10 小野 裕喜

11

12




